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（とࡁ㸸ᖹ成29年5᭶21日（日）11時ࠥ12時 とこࢁ㸸㧗ὠ㧗➼Ꮫᰯ 第2会㆟ᐊ）

今年᭱㧗Ẽ をグ㘓した㸳᭶㸰１日、ᐃ้

１１時に㛤会。麦✑がしっかり実をつけ、

ⴥⱼも㯤Ⰽになりすࡄにも཰✭ฟ来そうな

≧ែで、今年はⓑ板に㣭りつけられました。

事ົᒁ長から会ဨ総ᩘ４６名中、ฟᖍ㸰１

名、ጤ௵≧㸰㸰名ということで総会成立が

☜ㄆされました。

໭ᲄ会長ᣵᣜ、ụ田名㄃会長ᣵᣜの後、㆟

長としてྜྷ஭Ꮥ大Ặが選ฟされ、ᮧ田事ົ

ᒁ長から事業ሗ࿌、中野会ィからのỴ⟬ሗ

࿌、島᰿会ィ┘ᰝからの┘ᰝሗ࿌は、⁫り

なくᢎㄆされました。⥆けて事業ィ⏬（ᮧ

田）、ண⟬᱌（中野）がᥦ᱌され了ᢎされま

した。᭱後に、今後㸰年間のᙺဨᵓ成᱌が

ᥦ᱌され、ᢎㄆされました。第㸰㒊懇親会

は、３✀の஝麺をⲗでて、中野幹事≉製の

つゆと໭ᲄ会長が᪩ᮅに཰✭の玉ねぎ、࢘

ドのⱆ、࢝ࣜフࣛ࣡ー、三つⴥ、ᰠのⴥ㸳

✀の天࡫らと中野幹事ᥦ౪のスナッࢡえん

どうにスࣛ࢖ス࢜࢜ࢽンῧえ、⸆࿡はࢠࢿ

でたっ࡫りと㈹࿡しました。

会ဨྛ自の感想では、岡山県の㇦ᛌな㨣う

どん（半生）が断トࢶ人Ẽでした。ึめて

の天࡫ら作りでしたが、会ဨの岡林ிᖹさ

んのᣦᑟとⓙᵝの༠ຊをᚓて、美࿡しく仕

上がり完食でした。ᙜ日の஝麺については

４㡫目を参↷してください。（Ụཎ光子）
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春うららの４月２日、武蔵野川崎うどん会

の重鎮「池田名誉会長」、「北條会長」をは

じめ１０名の麺食いが、それぞれの自宅か

ら、３時間程の電車旅を経て、埼玉県の東

北部に位置する加須市の玄関口、東武伊勢

崎線加須駅に参集しました。 

 先着していた坂本事業部長から簡明な説

明を受けて、食べ歩きをスタートしたのは

１１時でした。 

見た目は若いと自讃していますが、平均年

齢７０歳を優に超える面々、のんびり、ゆ

ったりとした足取りで、「うどんと鯉のぼり」

の街の旧街道を歩くこと３０分、予約済の

「登治うどん」店の暖簾をくぐりました。

祖父さんの名前を付けたと言う店は、麦穂

だより第５９号で紹介されたとおり、席数

は多く、また駐車場も広くとってあり、国

道に面しているなど、立地条件が良いため、

常に満席状態でした。 

 座敷席に通された面々、大食いの２名は

大盛うどんとミニ天丼付きの定食、他はか

き揚げうどんを注文し、会長の「旅は家に

帰るまでが、・・・」との発声により乾杯し、

のどを潤すと共にうどんを食しました。５

０店以上あるうどん加盟店入りせず、がん

こ親父然とした店主が打つうどんは、「我々

の方が・・・」との感想も聞かれましたが、

食べ歩きに熟達した中野会計から、「こうし

たうどんもあるんだなと感じて食せば良い

のでは」との言葉に、納得した次第です。  

ぽかぽか陽気の中、次の目的地「不動ヶ岡

不動尊總願寺」まで、地元の新鮮野菜を買

い求めながら、１５分程で到着です。境内                           

吉井 孝大（会員）       

 

は広く、散見される桜はようやく４分程度、 

見頃はもう少し先。本堂は天保年間に建て

られた加須市の代表的な木造建築物で、さ

すがに関東三大不動の一つだけに見所のあ

る立派な寺でした。 

 はしごの２軒目は、門前にある「岡村屋」。

創業 200 年の老舗。１軒目からは時間もあ

まり経っていなかったため、全員が軽めに

「もりうどん」を食しました。また、名物

なまずの天ぷらを酒肴に、ここでもビール

と地酒で満腹、ほろ酔い気分。門前に並び

建つ武蔵屋本店で「五家宝」を土産に買い

求めた会員も多くいて、帰宅後美味しくい

ただきました。 

 ２年振りに参加した「食べ歩き」。その醍

醐味はと問われれば、それぞれの土地の名

物うどんを食し、風物に触れることはもと

より、普段の講習会では味わうことができ

ない会員同士の親睦を深める場と答えます

が、いかがでしょうか。 

 終わりに、これを企画された事業部長他

幹事の皆様に感謝を申し上げ、次の食べ歩

きを期待しまして記といたします。 

                           

登治うどん店にて 
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活動報告（前号以降） 

３月 ５日（日）    第４回講習会（通算７３回目）会場：高津高等学校料理室 

         10:30～12:30 参加１５名 役員１１名  

         13:30～15:30 参加７名  役員１１名  

         第５回役員会 13:00～13:30 食べ歩き及び定期総会について協議 

４月 ２日（日）    手打ちうどん食べ歩き散策 

         11:00 東武電鉄「加須駅」集合 参加１０名（役員８名） 

         内容については２頁を参照 

４月 ５日（水）    会計監査 15:00 ～ 会場：市民活動サポートセンター参加４名 

４月１０日（月）    第６回役員会 18:00～20:00 会場：市民活動サポートセンター参加８名 

         定期総会議案資料と次第および懇親会について協議 

５月２１日（日）    平成２９年度定期総会 11:00～11:40 会場：高津高等学校第２会議室 

         懇親会 12:10～14:00 会場：高津高等学校料理室 参加２２名 

         内容については１頁と４頁を参照 

５月３１日（水）    麦刈り  9:00～12:00 会場：栗木・６３４菜園 参加７名（会員４名） 

６月 ４日（日）   麦刈り  8:30～11:30 会場：栗木・６３４菜園 参加５名（会員４名） 

６月 ６日（火）  脱穀 13:00～13:40 会場：６３４野菜園参加７名（会員 2名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4回講習会              懇親会              ６３４野菜園の麦 

  

今後の予定 

７月２日（日）    第１回講習会 10:00～と 13:30～ 会場：高津高等学校料理室 

           第１回役員会 13:00～ 

１０月１４日（土） 第２回講習会   

１２月 ３日（日） 第３回講習会  

平成３０年３月４日（日）第４回講習会 会場：いずれも高津高等学校料理室 

９月１６日（土）  指導者養成講習会・道具点検  

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 



うどんと芸能（前号からの続き） 藤嶋とみ子（顧問） 

 
おすわどん－古典落語 
先妻を亡くした上州屋徳三郎は後妻に

おすわを迎えた。夜中外でバタバタと戸

を叩くような音がし、「おすわどーん」と

呼ぶ細い声がした。前妻の幽霊ではない

かと浪人に正体を見破るように頼む。声

がしたあたりにはそば屋が座っている。

バタバタは七輪をあおいで火を起こす音

であり、「おすわどーん」と聞こえたのは

「おそば、うどーん」という売り声であ

った。 
 

探偵うどん（警察うどん）－古典落語 
 泥棒がうどん屋に衣装と屋台を借り、

うどん屋に化けて逃げようとするが・・・

実はうどん屋は刑事で「アヒャー、一杯

食わされた」という噺。（泥棒はうどんが

嫌いだったが一杯食べることになる。） 
関西と関東では同じ内容でも題（呼び名）

が変わっているものが多い。 
古典落語は本来長いものだが現在は時間

が限られ短くなっているので、その度に

自分の考えで「落ち」を作るようにする。 
 

 全国各地のうどんから 中野 敏雄（幹事） 
 

うどん会総会の後、今年で三回目にな

る全国のうどん試食会を行った。 
今回は、中国・四国地方から 3 品選択

いたしました。糧は自家製の野菜の天麩

羅、スナップえんどう、新玉ねぎなど。

つゆは、アゴと鰹節を使用。 
＊備中手延べうどん 
岡山県浅口市「鴨川手延べうどん」 
（かも川手延素麺株式会社） 
地元の小麦と瀬戸内の塩を使った半生う

どん、長さ 80 センチくらい 
もちもちっとしてコシのある太口麺。 
＊阿波のたらいうどん 
徳島県板野郡板野町（岡本製麺株式会社） 
昔、山で働く人夫たちが川辺でうどんを

「たらい」に移し、囲んで食べたのが始

まりという。包丁切とは、伝統の手打ち

製法に基づいた切り方。しっかり熟成さ

せた麺生地を包丁で一本一本丁寧に切り

上げるので、角がしっかり立った麺に仕

上がり、舌触りが良くソフトな触感を保

てます。コシの強い太めの手打ち麺。 
＊半田うどん 
徳島県美馬郡つるぎ町半田 
（竹田製粉製麺工場） 
もともと半田地方はそうめんの本場、そ

れもスパゲティー位太い麺。手延べうど

んは普通の太さで、食感はシャキシャキ、

つるつるして食べやすい。
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懇親会の感想の中で、前年度第 4 回講習会の６３４野菜園の地粉（農林６１号）と田中製粉の

地粉（農林６１号）のブレンド粉を使用した手打ちうどんが大好評でした。うどんの命は地粉の

香りなのかもしれません。梅雨前の天候を考慮して麦刈りと脱穀が発行日前に完了。骨の折れる

作業に参加して頂いて感謝です。豊作を期待しましょう。 
藤嶋顧問の「うどんと芸能」が紙面の都合で分断されました。編集の不手際を改めてお詫び申

し上げます。（光） 




